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  きょうのふくいんしょ （マタイ１０．３７～４２） 

６がつ１４かは、４がつによていしていたはつせいたいがコロナウイルスのためにできなかったので、やっと

ごせいたいのしゅくじつに、４にんのおともだちがイエスさまをはじめていただくことができました。ほんとうにう

れしかった。たぶんごミサにきていたみんなが、いっしょにごミサにあずかることといのることができましたね。 

これからは、じぶんのちくはなんじのごミサにあたっているのかをよくみて、かならずごミサにきてね。きょう

かいがっこうがおやすみになっても、ごミサにあずかりましょうね。イエスさまがまっていてくださるからです。み

なさんがいかなかったら、イエスさまを「まちぼうけ」にさせてしまいますよ。 

きょうのふくいんしょのはじめは、すこしむずかしいので、４０せつからかきます。 

 

「あなたがたをうけいれるひとは、わたしをうけいれ、わたしをうけいれるひとは、わたしをつかわされたかた

をうけいれるのである。よげんしゃをよげんしゃとしてうけいれるひとは、よげんしゃとおなじむくいをうけ、ただ

しいものをただしいものとしてうけいれるひとは、ただしいものとおなじむくいをうける。はっきりいっておく。わ

たしのでしというりゆうで、このちいさなもののひとりに、つめたいみずをいっぱいでものませてくれるひとは、

かならずそのむくいをうける。」 

「むくいをうける」ときくと、どんないみだろうとおもうかもしれません。つぎにひとつのはなしをかきますので、

しっかりとよんで、そのひとは、どんな「むくい」をうけたのかを、またきかせてね。 

 

あるくにでは、イバンくんという、ひとりのおとこのこが、おとうさんとおかあさんとくらしていました。とてもし

あわせなまいにちをおくっていましたが、とつぜんおとうさんとおかあさんはじこにあって、ふたりともなくなりま

した。イバンくんはひとりぼっちになったので、こどもをあずかるしせつにはいることになって、そのしせつでくら

していました、とてもすなおなこで、はたらきもので、みんなとなかよくできていたし、なにをしても、いつもいっ

しょうけんめいでした。しかしイバンくんはめがとてもよわかったので、ドンドンわるくなるばかりでした、めいし

ゃさんにいったら、メガネをかけたほうがいいですよとすすめられましたが、メガネをかうおかねがなくて、イバ

ンくんはがっこうのかえりにアルバイトをしてメガネをかうために、おかねをためていました。ためたおかねをも

ってメガネやさんにいきましたが、じぶんがもっていたおかねよりも、メガネがもっとたかかったので、かうことが

できなくてかえることにしました。おみせからでると、ひとりのひとにであいました、きているものはボロボロで、

あまりたべてないようで、とてもやせていました。そのとき、じぶんがメガネをかうためのおかねをだして、じぶん

よりももっとこまっているひと、そのひとにあげました。メガネやさんのおみせのそばでしたので、おみせのおじ

さんはイバンくんのやったことをみていたので、かんどうして、なみだぐんでかれにいいました「どうぞおみせに

はいってすきなメガネをえらんでもってかえってください、おかねはいらないから」といいました。イバンくんとお

みせのおじさんも、きょうはイエスさまのおっしゃっていたことをおこなうことができて、こころのなかで、へいわ

とよろこびをもらいました。またイバンくんは、やったことにたいして、「むくい」をうけることができました。よい

ことをすると、２ばいも、３ばいもふえますね。 

このはなしをよんで、どうおもいましたか、イエスさまがいっていることは、おおきなことではなくて、ちいさな

ことをしても、かならず、いいもの｛むくい｝（よいもの）をうけるということです。みんながんばりましょうね。 


